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高等学校の学習内容を効率よく学習するために 

－義務教育の内容を適切に復習する－ 

 
 

千葉県立 ○○○○ 高等学校 ○○ ○○（数学）  
 
 
１ はじめに 

 
  数学の授業を展開していく中で，「分数の計算ができない」，「基本的な展開や因数分解ができ

ない」などといった義務教育段階で習得すべき内容を習得しないまま高等学校の学習に臨んで

いる生徒が少なくないと感じる。このような生徒達に対して，数学を学習するために必要な基

礎知識を高等学校の学習と並行させて補っていくことは，数学の学習において必要不可欠であ

る。 
  一方，平成 21 年３月に告示された高等学校学習指導要領においては，教育課程の編成・実施

に当たって配慮すべき事項の中で「学校や生徒の実態に応じ，必要がある場合には，例えば次

のような工夫を行い，義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るようにすること。」と示さ

れていている。その具体例として「義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るための学習

機会を設けることや，義務教育段階での学習内容の確実な定着を図りながら，必履修科目の内

容を十分に習得させることができるよう，その単位数を標準単位数の標準の限度を超えて増加

して配当すること。」などが挙げられている。 
  単位数の増加など，教育課程の編成に関わる事柄は，学校全体で考えることであるが，授業

の中でどのように義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るための学習機会を設けるかと

いうことについては，一人一人の教員の授業展開や指導方法，教材・プリント等の工夫にかか

っていると考える。 
  これらのことを踏まえて，義務教育段階での学習内容の定着を図り，高等学校の学習内容を

より効率よく学習させるために，そのための方策と効果について研究・検証する。 
 
２ 本校の概況と教育課程 

 
（１）本校の概況 

 
昭和 58 年４月に習志野市の実籾地区に創立された本校は，京成線実籾駅より徒歩 12 分の住

宅街にある。また，周囲を「ほたる野」「実籾本郷公園」「屋敷近隣公園」の三つの公園に囲ま

れ恵まれた環境の中にある。 
平成 20 年度まで普通科一学年６クラス編成であったが， 平成 21 年度入学生は７クラス，

更に，平成 22，23 年度入学生は８クラスとクラス数が増加している。生徒は比較的落ち着い

ており，授業態度はおおむね良好であるが，学習に対する意欲は必ずしも高いとはいえないの

が現状である。与えられた課題は着実にこなすが，自ら課題を設定して取り組むことは苦手と

する生徒が多い。 
 
（２）教育課程（数学） 

 
  本研究対象学年の数学の必修科目は，１年生が，数学Ⅰ（３単位）及び数学Ａ（２単位）， 
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                      表１ 教育課程（数学）（平成 22 年度入学生） 

２年生が数学Ⅱ（３単位）である。１年生は  
毎日数学を勉強することになり，学習内容の 
定着が良いようである。     
理系文系のコース分けは行っていないが、 

理系を志望する生徒は，２年次に数学Ｂを， 
３年次に数学Ⅱ・Ⅲ・Ｃを選択することがで 
きる（データをとった生徒は 22 年度入学生）。 

  
（３）事前アンケートによる実態調査 

 

  本研究を行うにあたって，生徒たちの現状を把握し，生徒たちの実情に見合った振り返りプリ

ント（義務教育段階での学習内容に基づく）を作成するために以下のような事前アンケートを実

施した（図１～６）。 
 対象生徒：１年生１クラスで実施（回答数：39） 

図１                             図２ 

                                                   

図３ 図４ 

 

 

 

科目 １年 ２年 ３年 

数学Ⅰ ３   
数学Ａ ２   
数学Ⅱ  ３ （２） 
数学Ｂ  （２）  
数学Ⅲ   （４） 
数学Ｃ   （２） 
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ケ）その他

ク）平面図形

キ）関数

カ）方程式

オ）平方根（ルート）の計算

エ）小数の計算

ウ）分数の計算

イ）文字式の計算

ア）正負の計算

② ウ ）エ）と答えた人に質問します。中学校数学の内容でどの項目が

苦 手 でしたか。（複数回答可）

人数

図５ 図６ 

（ ）は他科目との選択 

（ア） 8%

（イ） 23%

（ウ） 28%

（エ） 41%

①中学の時，数学は得意でしたか

ア）得意である

イ）どちらかといえば得意

である

ウ）どちらかといえば苦手

である

エ）苦手である

（ア）10%

（イ）33%（ウ） 57%

④学校での休み時間や放課後に数学の内容について，

友達同士教えあったりすることはありますか。

ア）かなりある

イ）少しはある

ウ）ほとんどない

（ア）
31%

（イ）
31%

（ウ）
38%

（エ）
0%

③普段，数学の家庭学習（宿題・予習・復習など）の

時間は一日当たりおよそどのくらいですか。

ア）0時間

イ）30分未満

ウ）30分以上1時間未満

エ）1時間以上

（ア）5%

（イ） 72%

（ウ） 23%

⑤高校の数学を学ぶ上で十分と思われる内容の学習を

中学校までに勉強できましたか。

ア）かなりできた

イ）少しできた

ウ）ほとんどできていない

（ア）0人

（イ）3人

（ウ）6人

⑥ウ)と答えた人に質問します。中学校までの勉強が足

りない分を自分なりに復習していますか。

ア）かなり復習している

イ）少し復習している

ウ）ほとんど復習していな

い
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これらのアンケートの結果（図１～６）から約 70％の生徒が「中学校のときにどちらかとい

えば数学が苦手であった」と答えており（図 1），その中でも関数・平面図形・分数計算を苦手

としている生徒が多いことが分かった（図２）。関数は高校数学の幹をなすものであり，平面図

形は「図形と計量」等で扱う重要なものである。また，分数計算も様々な計算の途中でしばし

ば出てくる。これらを復習させ、しっかり身につけさせることが大切であると強く感じた。家

庭学習も約 30％の生徒が全くされてない現状にある（図３）。更に，校内で友達同士で教えあ

うこともほとんどない生徒が 57％もいた（図４）。加えて，中学までに十分な数学の学習をほ

とんどできていない生徒が 23％おり（図５），それらの生徒のほとんどが復習を行っていない

ことが分かった（図６）。 

 
３ 復習プリントの活用  

 

事前アンケートの結果から，中学時代に数学を苦手とする生徒が比較的多く，更にそれに対

して予習・復習などのフォローを各自で行っている生徒も少ない。そこで，なるべく授業中に

復習・予習を交えながら中学時代に習得しきれなかった分野を補って授業を展開していくこと

とする。ここでは，確率と図形の復習について実践を行った（図７）。 
図７ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（１）復習プリントによる実践 その 1（確率） 

 

  事前のアンケート（図２）より分数計算でつまずく生徒が多くいることが予想できたので，

授業の最初の５分程度を使って復習プリントを実施した（資料１）。やり方は，生徒に問題を解

かせ採点させ回収し，間違えの多い所は全体で解説をしてから返却をした。ねらいは授業後半

で使われる分数計算でつまずくことのないように，予め復習するためである（分数の計算は小

学６年「数と計算」で履修済）。その後４時間復習プリントを実施した（Ｎｏ１～Ｎｏ４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習プリント 
（履修済み内容（確率）） 
（前回の授業で学習済み内容（図形）） 

授業展開 
（高等学校学習内容）  

事前に履修済み

の内容を確認 

資料１ 

多くの生徒が正解できた 

資料２ 

比較的良くできた生徒 
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 （２）復習プリント（確率）実践結果 

 

  復習プリントを実施することによって，確率の分数計算の導入をスムーズに進めることが

できた。また，事前には予想していなかった効果であるが，ほど良い緊張感が生まれ，授業

に対する前向きな姿勢が見られるようになった。復習プリントを回収して点検したところ，

分数計算に対する苦手意識だけでなく，実際に計算ができていないことがわかり，特に期待

値の計算でよく出てくる計算（資料２）を苦手とすることがわかった（図８，図９）。そこで

資料２のような「３桁以上の数がある計算」について，授業の始めに黒板で説明した上で，

期待値の授業に入った。すると，途中の計算でつまずく生徒が減り，以前より生徒の授業へ 
の取り組みが良くなった。 

                       
（３）復習プリントによる実践 その２（図形） 

 

確率同様，授業の最初の５分程度を使って復習プリント（資料３）（中学３年「図形」で履修

済）を実施した。ただし，これ以降は図形と計量の問題に変わるため，確率の復習プリントと

は出題の方針を変え，前時に一度学習した内容に関する問題を出題するものとした。事前アン

ケートの結果（図２）にもあるように図形に対する苦手意識を持つ生徒が多いことと，事前に

生徒に図形に関することを質問したところ，まったくといってよいほど反応がなかったためこ

のような形式で復習プリントを行うことにした。 
資料３ 三角形の辺の比のプリント 
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資料４ 内分点・外分点・三角形の辺の比 

 復習プリントＮｏ6 

  年  組  番 名前           

【１】下の図の線分 A B にたいして，次の点の位置を示せ。 

(1) A B を 1：3に内分する点 P 

(2) A B を 3：2に外分する点 Q 

(3) A B を 1：3に外分する点 R 

 

 

 

 
【１】次の図で， PQ k BC であるとき，x の値を求めなさい。 

 

（１）   （２）  

 

 
【２】下の(1)，(2)の図で，A D はいずれも { A  の二等分線である。x を求めよ。 

 

（１）   （２） 

 

 

【３】下の 4 A BC において，辺 BC，CA ，A B の中点をそれぞれ P，Q，R とする。x，y の値を求めな

さい。 
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（４）復習プリント（図形）実践結果 

 

  分数計算以上に苦手な分野が図形にあることが分かったため，前日に授業でやった内容か

ら出題し計算に時間がかかりそうな問題は数分時間を多目に実施した。このプリントも５回

目になると慣れてくる生徒もおり緊張感が多少薄らいできたように感じられた。意欲のある

生徒は徐々に点数を伸ばしているが，あきらめてしまっている生徒はまったくといってよい

ほど向上していない。そこで，１問も解けなかった生徒に関しては放課後同じ問題を再度取

り組ませた。すると，授業中の集団学習の中では理解できなかった生徒が，放課後の個別指

導では理解できるようになり，次回の授業からは授業に対する前向きな姿勢が見られるよう

になった。一斉授業の中で理解させることのできなかった生徒に対して，個別にきめ細かい

指導をすることの大切さを再認識させられた。 
授業内容の定着効果が上がってきているので，試しにＮｏ６（資料４）のプリントに応用

的な問題をいれてみた（中学３年「図形」で履修済）。具体的には比例計算を使わなければ答

えを導けない問題と授業で触れなかった問題を２問（（資料４【３】)中学校では履修済み）

を出題したところ，極端に正答率が下がった。やはり授業中に指導しなかった内容について

要求するのは，生徒には荷が重かったようである。そこで，Ｎｏ８のプリントでは出題傾向

を元に戻し授業で出題した問題をそのまま出題することにした（資料５）。このプリントの正

答率は高く，授業中に取り扱った内容の生徒の定着率は高いことがわかった（以下生徒のデ

ータは回答数 39 名）。Ｎｏ９～Ｎｏ11 に関しても授業で扱った内容をいれるようにしたとこ

ろ正答率は 6 割前後で推移し，正答半数以下の生徒も極端に増えることがなくなった（図

10,11）。 
 資料５ 三角形の辺の比と面積比のプリント  

 

 

（５）事後アンケートによる効果の検証 

 
  本研究の復習プリントを行った結果，生徒たちの現状がどのように変化したかをアンケー

トによって検証することとした（図 12～図 15）。 
 対象生徒：1年生１クラスで実施  回答数：38 
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復習プリント Ｎｏ8                 １年 組 番氏名            
 
1. 次の図で，線分ＡＤ，ＰＱは⊿ＡＢＣの重心Ｇを通り， PQkBC である。ⅹ，ｙを求めよ。 
  
 
 
 
 
 
 
2.  次の図で，線分ＡＤ，ＰＱは⊿ＡＢＣの重心Ｇを通り， PQkBC である。ⅹ，ｙを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 下の図で，点Ｇは⊿ＡＢＣの重心である。次の問いに答えよ。 
 (1)⊿ＢＧＣと⊿ＢＧＥの面積比を求めよ。 
 
 
 
 
 
 

(2)⊿ＢＧＣの面積が 4のとき，⊿ＢＧＥの面積を求めよ。 
 
 
 
 

4.  下の図で，点Ｇは⊿ＡＢＣの重心である。次の問いに答えよ。 
 (1)⊿ＣＧＥと⊿ＣＧＡの面積比を求めよ。 
 
 
 
 
 (2)⊿ＣＧＥの面積が 6のとき，⊿ＣＧＡの面積比を求めよ。 
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図 10 
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以上のアンケート結果から思ったより復習プリントに成績向上への効果が表れなかったが

（図 13），授業内容がわかるようになったという意見も多かった（図 12）。宿題プリントには

成績向上の成果を感じている生徒もおり（図 14），復習プリントは宿題プリントと合わせて

試みることで成績向上への効果を感じている生徒も多いようである（図 15）。このアンケー

ト結果から，復習プリントによって授業への導入をスムーズにし，宿題プリントで定着を図

ることが生徒達にとって必要であることが理解できた。去年の中間考査と比較して，平均点

で約５点上がったこともふまえて，今後も引き続き双方のプリントをうまく利用することで

研究を続けていきたいと思う。 
 

４  指導の仕方による工夫の実践（三角比） 

 

（１）事前指導について 

３学期から始まった三角比の授業を始めるにあたって，教科書の内容に入る前に三角比の

問題を解くために必要と思われる知識の確認から始める。具体的な内容については以下に示

す通りである（資料６，７）。 
 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 

図 14 

図 12   

図 15 

（ア） 13%

（イ） 61%

（ウ）13%

（エ） 13%

①授業前に行っていた復習プリントで授業内容がわかり

やすくなったか。

ア）大変よくわかるように

なった

イ）どちらかといえばわか

るようになった

ウ）どちらかといえば効果

がなかった

エ）効果がなかった

（ア） 34%

（イ） 40%

（ウ） 18%

（エ） 8%

③宿題として出しているプリントをやることで成績向上に

効果があったか。

ア）大変効果があった

イ）どちらかといえば効果

があった

ウ）どちらかといえば効果

がなかった

エ）効果がなかった

（ア） 13%

（イ） 45%

（ウ） 39%

（エ） 3%

④今後どのプリントを続けていけば成績向上に効果が

あると思うか。

ア）復習プリント

イ）宿題プリント

ウ）復習プリントと宿題プ

リント両方

エ）どちらも必要ない

（ア） 26%

（イ） 32%

（ウ）26%

（エ） 16%

②授業前に行っていた復習プリントは成績向上に効果

があったか。（中間考査の成績が上がったか？）

ア）大変効果があった

イ）どちらかといえば効果

があった

ウ）どちらかといえば効果

がなかった

エ）効果がなかった

資料７ 特別な角度の三角形のプリント 
復習プリントＮｏ18（直角三角形 2）    1年  組  番氏名            
 
1. ｘ，ｙを求めよ。 

(1) (2)             (3) 
 
 
 
  
 
 
 
 
 (4)                  (5)  
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 次の角度の直各三角形をかけ。 
 (1)30°                 (2)35° 
 
 
 
 
 

(3)70°                  (4)50° 
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復習プリントＮｏ17（直角三角形）       1年  組  番氏名         
 
1. 次の角度は何度か。 
(1)∠A (2) ∠B 
 
 
 
 
 
 
 
2. 三平方(ピタゴラス)の定理をかけ 
 
 
 
 
 
 
3. ｘを求めよ。 
(1) (2) (3) 
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資料６ 三角形の角度と三平方の定理のプリント 
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資料６に関しては三角形の内角の和が 180°であることと三平方の定理を正しく理解して

いるかの確認を行った。また，資料７に関しては 30°，45°，60°の直角三角形の辺の長さ

の比を正確に理解しているかの確認と，与えられた角度の直角三角形の概形をかけるかの確

認を行った。直角三角形の概形を書く際に，右下の角度が直角で左下の角度が与えられた角

度になるように書くよう注意した。資料６，７の実施の結果，三平方の定理や特別な角度の

直角三角形の辺の長さの比を忘れてしまっている生徒が想像以上に多く驚いた。また，新し

い単元に入る前にその単元で必要とされる義務教育段階の学習内容の確認や復習が大切なこ

とを再認識させられた。この２つのプリントの内容を事前に理解させることによって，三角

比の値を容易に答えられる生徒が増えて，スムーズに授業展開していくことが可能になった。 
上記の内容を理解させたところで，以下のような三角比の復習プリントを実施した（三平

方の定理は中学３年「図形」で履修済）。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11 三角比の総合問題のプリント 資料 10 三角比の相互関係のプリント 

資料８ 三平方の定理と三角形辺の比プリント 

 

 

復習プリントＮｏ２２             1年  組  番氏名          
 
【１】 次の三角比の値を求めよ。 

(1) sin135° (2)cos150°        (3)tan315° 

 
 

 
 
 
【２】 0°≦θ≦360°のとき，次の等式を満たすθの値を求めよ。 

(1) 
2

1
sin  (2) 

2
3cos  

 
 
 
 

【３】 90°≦θ≦180°において，
3
2sin のとき，cosθ，tanθの値を求めよ。 

 
 
 
 

 
【４】 270°≦θ≦360°において，tanθ＝－2のとき，sinθ，cosθの値を求めよ。 
 
 
 
 

 
 

資料９ 三角比の値のプリント 



 

数－４－８ 

資料 10のプリントまでが鋭角の三角比を扱ったプリントである。資料８から，三平方の定理

は一度で覚えられない生徒がいることが分かった。そこで授業の始めに三平方の定理に触れる

ようにした。鋭角の三角比において，三角比の値，三角方程式，三角比の相互関係が容易に解

答できるように指導した後で，角の拡張を行った。ただし，角度は 0°以上 360°以下の形で

授業を行ってみた。なぜなら，0°から 180°までの範囲で三角比を扱う場合，sin と cos ，

tan の三角方程式の解の個数が異なるため生徒たちには理解しにくい面があった。そこで，こ

のようなかたちで三角比の授業を進めてみた。 
  図 16                  図 17 

 
プリントをやらせてみた結果が以上のとおりだが，Ｎｏ20（資料９）の三角比の値までは正

答率が上がっているが，Ｎｏ21（資料 10）の三角比の相互関係やＮｏ22（資料 11）の三角方

程式になるとともに，正答率も下がってしまった。そこで，三角比の相互関係と三角方程式の

問題をたくさん取り入れた復習プリントを２枚実施した（資料 12，13）。 
   三角方程式については，資料 12 問 19 のように一つしか解を出せない生徒がいたので，授業

の始めにその点について指導した。三角比の相互関係の問題では多くの生徒が計算が煩雑にな

らない問題に関しては解けるようになった。 
 資料 12 三角方程式と三角比の相互関係のプリント   資料 13 三角比の相互関係のプリント 

 
 

 

復習プリントＮｏ24 
１年 組 番氏名           

【1】0° ≦θ≦360° で考える。 

(1)
3
2

sin のとき， tan,cos の値はいくつか？  

 
 
 

(2) 
7

1sin のとき， tan,cos の値はいくつか？  

 
 
 

(3) 
5
6

cos のとき， tan,sin の値はいくつか？  

 
 
 

(4) 
4
11

co s のとき， tan,sin の値はいくつか？  

 
 
 

(5) 
3

5tan のとき， cos,sin の値はいくつか？  

 
 
 
(6) 4tan のとき， cos,sin の値はいくつか？  
 
 
 

【2】
4
7

sin （270° ≦θ≦360° ）のとき tan,cos の値はいくつか？ 

 
 
 
 

【3】 2tan （180° ≦θ≦2 70° ）のとき cos,sin の値はいくつか？ 

 
                

Ｎｏ19 Ｎｏ20 Ｎｏ21 Ｎｏ22

正答半分以下の人数 9 5 12 13

0

2

4

6

8

10

12

14

正答半分以下の人数

Ｎｏ19 Ｎｏ20 Ｎｏ21 Ｎｏ22

正答率（％） 75.7 88.0 68.9 56.4 

0.0 
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40.0 
50.0 
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100.0 

正答率（％）



 

数－４－９ 

（２）特別な角度（０°，90°，180°）における指導について 

 

次に生徒がつまずきやすい所は 0°，90°，180°等の特別な角度の三角比である。そこで，

次のプリント（資料 14）を用意した。 
資料 14 特別な角度の三角比のプリント 

ここで，説明に入る前の最初に注意する点は  

次のような式の値である。 

 
1
1
＝  ，

1
0
＝  ，

0
1
＝ 

これらの値についてすべて正確な値を出せ

る生徒は数人であった。そこで，説明に入る前

に，特に分母が０になる場合の値については，

分数の定義で分母は０にしないという説明を

してから本論の説明に入った（小学４年「分数 
の表し方」で履修済）。 
説明としては以下のようにした 
＜ 90°の場合 ＞ 
①90°から動径を少し０°に近付けて角度 
をつけ，そこで出来た三角形の斜辺を 1 と 
する。                   
②その角度から徐々に 90°に近づける。 
③90°に近づけると高さと底辺はいくつに 
近づくかを考えさせる。 
④③の結果より sin90°，cos90°,tan90°の 
値を求めさせる。以下同様に 0°180°270° 
について三角比の値を求めさせる。  

  以上のような説明を加えることにより，0°以上 360°以下の三角比の値，三角方程式，三

角比の相互関係の問題がスムーズに解けるようになった。 
 

（３）正弦定理・余弦定理の展開順序 

 
教科書では，教える順が正弦定理，余弦定理の順になっている。一昨年，教科書通りに正

弦定理の問題を先に教えたところ，途中の計算で繁分数の計算や分数計算が多く入ってくる

ため，次に教えた余弦定理の問題と比べて解くことに苦労し，最初からあきらめている生徒

が多かった。そこで教える順を逆にしてみた。すると，昨年と比べて導入部分で理解できな

い生徒が少なく，最初からあきらめてしまう生徒が見られなかった。 
つぎに，余弦定理に入る前に次のような点（資料 15）が理解されているかを再確認した。 

 
  
問 次の値を求めよ。 

  (1) 30cos ＝ (2) 45cos ＝      (3) 60cos ＝ 
 

(4) 120cos ＝ (5) 135cos ＝       (6) 150cos ＝ 
 

授業の始め数分を使って順番に指名し，正確に答えられるか確認をする。大半の生徒が 
答えられる状況であったので余弦定理に入った。 

特別な角度の三角比 
  年  組  番氏名        

【1】次の角度の三角比を求めよ。 
(1)90° 

①斜辺を1 とする。 
 ②高さ  
 ③底辺  
 
 

 
1
190sin  

 
□

□90cos  

                     
□

□90tan  

(2)0° 
①斜辺を1 とする。 

 ②高さ  
 ③底辺  
 
 

 
1
0

0sin  

 
□

□
0cos  

                     
□

□
0tan  

(3)180° 
①斜辺を1 とする。 

 ②高さ  
 ③底辺  
 
 

 
1
0

0sin  

 

 
□

□
0cos  

 

                     
□

□
0tan  

 

資料 15 ＣＯＳの値を求めるプリント 



 

数－４－１０ 

余弦定理の公式は，辺の長さを求めるものを具体的な例題を使って１つ解かせてから類題

に入った。辺の長さが求められるようになった後，そのままの公式を利用して角度を求める

問題へと進めていった。復習に使用したプリントは以下のとおりである（資料 16，17）。 
資料 16 余弦定理（辺の長さを求める）プリント   資料 17 余弦定理（角度を求める）プリント 

 

（４）正弦定理の指導について 

 
正弦定理の学習に入る前に，次のような繁分数の計算の練習をさせた。これは，アンケ

ートの結果（図２）から分数計算を苦手とする生徒が多かったことと，昨年授業をやって

いて大半の生徒がつまずいていた計算だからである。繁分数の計算の手順は次のように行

った。 
① 分母分子に同じ数を掛けることで一般的な分数の形に直す練習（資料 18(1)～(4)）。 

（小学６年「分数の計算」で履修済） 
② 両辺に繁分数がある場合に左辺・右辺それぞれに①と同様の計算をさせて，一般的な

分数の形にしてから，変数を求めさせる練習（資料 18(5)(6)）。 
③ ②の指導の注意点として，左辺と右辺に掛ける数は違っていても良いという点を強調

する。（中学１年「数と式」で履修済） 
 

                           

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 問  次 の 計 算 を せ よ 。  

 
(1 )                        

              
  
  

 (2 )     
 
 
 

  
 (3 ) 

 
 
 
 

( 4 ) 
 
 
 
( 5 )  
 
 
 
 
( 6 ) 
 
 
 

2
1
3

2
3

4 x

2
5
3

7
4
5

9.0
2.0

2
1
3

2
1
5

2
1
a

資料 18 繁分数の計算プリント 

復習プリント Ｎｏ25 
１年 組 番氏名         

【1】次の問いに答えよ。 
(1)ｂの長さを求めよ。 
 
 
 
  
 
 
 
 
(2)ｃの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ｂの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
(4) ｂの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
(5) ａの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
ｂ 

3 5 
60° 

Ａ 

Ｃ Ｂ 

120° 
3 ｂ 

2 

Ｂ 
Ｃ 

Ａ 

45°  

5 

ｂ 
23

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 30° 

ｃ 
6 

34

Ａ 

Ｂ 

Ｃ135° 
2  

ａ 

2

復習プリントＮｏ26 
年  組  番氏名        

 
【1】次の問いに答えよ。 
(1)∠Ａは何度か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)∠Ｂは何度か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)∠Ｃは何度か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

3 5

2

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

3 
4 

13

Ａ 

Ｃ Ｂ 

5 

7 

23



 

数－４－１１ 

以上のような繁分数の計算が円滑にできるようになってから正弦定理の問題に入った。また，

正弦定理の問題も具体的に辺の長さを求める問題を一つ解かせてから類題に入った。 
注意点としては，求める長さが左辺に来るように立式をするよう促した。辺の長さが求めら

れるようになってから，角度を求める問題へと進めていった。ここで角度を求める場合にのみ

注意することは，式を立てた後，分母と分子を逆にするということである。板書は，具体的に

は以下（資料 19）のとおりである。 
資料 19（板書） 

  問 次の問に答えよ。 
   (1)∠Ｂは何度か。 
 
 
 
 
 

 

以上のような形に変形することでその後の計算が辺を求めるときと同様にできるため，生徒

は比較的困難なく値を求められていた。そこで復習プリントを使って宿題でやらせてみた。プ

リントの内容については以下（資料 20，21）のとおりである。 
資料 20 正弦定理（辺の長さを求める）プリント 資料 21 正弦定理（角度を求める）プリント 

  

資料 20，21のプリントにあるように問題の中に図が与えられているものから始めて，辺の長

さも角度も求められるようになってから，資料 21【1】(4)のように図のない問題に取り組ませ

た。余弦定理，正弦定理双方の問題がそれぞれで解けるようになった時点で，正弦定理と余弦

定理が混ざった問題を取り組ませた。内容については以下（資料 22）のとおりである。 
 

30sin
4

sin
34
B

4
30sin

34
sin B

分 母 と 分

子 を 逆 に

する 

復習プリントＮｏ28             1 年  組  番氏名          
 
【1】次の問いに答えよ。 
（1）ｃの長さを答えよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)∠Ｃは何度か。 
 
 

 
 
 
 
 
 
(3)∠Ｂは何度か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)ｂ＝10，∠Ａ＝45°，∠Ｂ＝30°のとき，ａの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

75° 

45° 

60° 
11

ｃ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 
45° 

10 65

Ｃ 

Ａ Ｂ 

６ 23  

30° 

Ａ 

Ｂ 

４ 
C 

34
３０° 

復習プリントＮｏ27                  1 年 組 番氏名            
 
【1】次の問いに答えよ。 
(1)ａの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)ｂの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)ａの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)ｂの長さを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

Ｃ Ａ 

5 
ａ 

30° 45° 

Ａ 

Ｂ Ｃ 
45° 60° 

７ ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

４ 

ａ

30° 

45° 

Ｃ 

Ａ 
Ｂ 

３ ｂ 

120° 

45° 



 

数－４－１２ 

 

（５）事前指導による効果の検証について 

 

以上のような指導を行った結果，昨年に比べて生徒の反応もよくプリントの提出率もよくな

った。また，震災の影響で期末考査は参考テストという形になってしまったが，他のクラスと

比較して平均点が５点ほど高く，正弦定理・余弦定理の問題に関して得点率も高かった。また，

アンケートの結果より，生徒の感想としては，「前回よりも点数が取れた」「同じような問題を

数多く解くことでわかるようになった。」「繰り返し計算することで理解できるようになった。」

「わかりやすい授業だった。」等の肯定的な意見が多く見られた。逆に「授業のスピードがはや

く感じられた。」「書く時間をもっととってほしい。」等の否定的な意見も見られた。これに関し

ては，今後はできる限りプリント等を利用し，黒板に書く内容もなるべく要約した形で生徒達

がノートをとりやすくする工夫をしていきたいと考えている。 

 

５ おわりに 

 
 今回の実践を通して，生徒に合った授業のためには必ずしも教科書通りの教え方に固執せず

にその学校の生徒の状況に応じた適切な指導が求められるということを考えさせられた。具体

的には指導項目の教える順番や，今回私が研究テーマとしてあげた「義務教育の内容を適切に

復習する」という学習をどこで取り入れるかという点についてである。自分が授業を行ってい

く上で気づく生徒の計算ミスについて，そのつまずきがどの段階で起きているものかを理解す

ることで次回の授業に役立てることができる。義務教育で学習済みだからという理由で生徒の

実態を把握せず，十分な復習を行わずに授業を進めていくと，授業内容を理解しきれずに次の

内容まで学習を進められない生徒が多数出てしまう。 
しかし，今回の研究によって，あらかじめつまずくことが予想される義務教育の学習内容に

ついて，必要と思われるところで義務教育で学習済みの内容を適切に復習し授業を進めていく

ことで，ほとんどの生徒が学習内容を理解できることを実感できた。また，その理解できた内

容を定着させるために，繰り返し復習プリント等を通じて授業以外でも学習させることの大切

さも実感させられた。この研究によって，自分にとって得られるものは多かったと思う。また，

この研究を生かして今後も生徒の実態に応じた適切な授業が行えるよう日々努力していきたい。

最後に今回の研究の実践にあたり，ご指導・御助言いただきましたすべての先生方に心より感

謝申し上げます。 

復習プリントＮｏ２９                                １年  組   番氏名              
 
【1】⊿ＡＢＣにおいて，次のものを求めよ。  

(1) のとき3 0,45,10 BAa ，ｂの長さを求めよ。            (5) のと き5,7,8 cba ，Ｂを求めよ。 
 
 
 
 
 (2) のとき60,7,4 Cba ，ｃの長さを求めよ。  
 
 
 
 

(3) のとき135,5,23 Acb ，ａの長さを求めよ。  

 
 
 
 
(4) のとき1 20,45,4 CAa ，Ｃを求めよ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(6) のと き60,6,2 Ccb ，Ｂを求めよ。 

 
 
 

(7) のとき5,3,7 cba ，Ｃを求めよ。  

 
 
 
 

(8) のとき45,6,63 Bba ，Ａを求めよ。  

 
 
 
 
 
 
 

資料 22 正弦定理・余弦定理混合問題のプリント 


